
 
稼いでも稼いでも、税はゴミに！

 
稼ぐ町・・・嵐山町は稼ぐ町をめざして、人・金をつかっています。 

新たな観光資源としてラベンダー畑をつくりました。 

気候変動・豪雨・地震災害の心配がありますが 

花見台工業団地の隣接山林を県が造成し、企業誘致。 
 

が、ゴミ処理費に高額の税金が使われます・ 
  
建設運営企業とごみ収集運搬費は税金で支出します。 

問題❶岩沢町長は吉見町にすべてを一任。 
 

❷吉見町おまかせの結果、元吉見町長は平成 24年に吉見町大串地区に焼却場建設決定。 

32年前の現ゴミ焼却場建設差止裁判(吉見町・北本市・鴻巣市)の和解で 

次は、焼却施設は建設しないと約束した地区です 
 

❸吉見町と７市町村は、裁判の和解をした人への説明・了解なしで、新施設建設を決定。 
 
❹３２年前の裁判で和解した地元の人は、建設差止訴訟を２０１８年９月に提訴。  

❺現東松山市長・滑川町長・嵐山町長・東秩父村村長は「和解は当時の組合と今の組合は別組 

 織であるため、和解に反しても違法ではないと」の説明で、建設を進めています。 

他の市長・町長は選挙で交代。 

❻嵐山町からの収集運搬費７１００万円—―今までの２・５倍。 

❼建設費・運営費が、一般的な施設の２倍強の高額です。 

建設費と運営費 

(他の施設と比較す

ると２倍の金額) 

平均的価格 船橋市北部清掃工場 埼玉中部資源循環組合 

１日１２７㌧の焼却炉３炉 １日１１４㌧の焼却炉２炉 

３８１㌧  １４９億円 228 ㌧ 202億円(焼却炉のみ) 

建設費１トン当たり １㌧ 5,000 万円 １㌧  ３９１０万円 １㌧  ８８５９万円 

運営費  15 年間  90 億円 ２０年間  １３１億円 

運営費 1年間 1炉 2億円 6 億円（3炉）＝1炉 2億円 ６．５５憶円【２炉】＝１炉３．３億円 

※船橋市北部清掃工場の数字は、資源循環組合議員長島邦夫議員の、昨年 11月の視察報告からです。 

※焼却炉の他、粗大ごみ解体施設・地元対策の温水プール等の施設建設運営、周辺の環境整備が必要です。 

 

 

 
 

 

見直そう！ゴミ処理・焼却しないごみ処理もあります。 

■小川地区ごみ問題を考える会（嵐山町・小川町・ときがわ町・滑川町・東秩父村）をスタート。   
どんな課題・どんな処理があるか調べていきます。寄居町オリックスを視察しました。 
 

■９市町村ごみ問題連絡会をつくります。・・現在準備中です。 
  ３月９日(土)２時～ 吉見町フレサでスタートします。 

 

 


